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【内容要旨】 

死別後支援が必要な家族介護者を訪問看護師が予測する要因を抽出するため

に、15 事業所の訪問看護師が主治医より終末期と説明があった利用者の家族介

護者 170人を対象に、死別後支援を予測する要因の調査（死別前調査）、死別後

支援の必要性の調査（死別後調査）を行った。両調査が行われた 105 人のうち

同意を得た家族介護者 30 人に、研究者が聞き取りによる質問紙調査を実施し、

訪問看護師の判断を検証した。死別後支援の必要性の有無を目的変数、死別前

調査の要因 22 項目中 5 項目を除外した 17 項目を説明変数に数量化 2 類を行っ

た結果、治療中の疾患の有無、医療に対する不満の有無、経済的負担の有無な

ど 7項目が抽出された（判別的中率 76.7%）。訪問看護師による判断は、うつ病

自己評価尺度 CES-D、健康関連 QOL 尺度 SF-8TMで妥当性が検証された。死別

後支援が必要な家族介護者をアセスメントするツール開発の可能性が示唆され

た。 
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